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全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
２
年
度
の
一

般
会
計
、
特
別
会
計
等
８
件
に
つ
い
て
、

８
月
31
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で
の
４
日

間
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
決
算
審
査
を
通
し
て
次
の
項

目
に
つ
い
て
、
委
員
間
討
議
を
行
い
ま

し
た
。

［
現
状
］

　

小
郡
市
補
助
金
等
交
付
規
則
や
個
別

の
交
付
規
程
等
に
基
づ
き
、
事
務
手
続

き
が
行
わ
れ
、
補
助
金
等
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
交
付
を
受
け
る
団
体
は
、

そ
の
形
態
や
交
付
額
等
も
様
々
で
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
事
業
の
中
止
や
事

業
内
容
の
変
更
等
が
あ
り
、
補
助
金
の

減
額
や
返
還
が
出
て
い
る
団
体
が
あ
り

ま
し
た
。

［
委
員
間
討
議
の
結
果
］

　

今
後
の
各
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
そ
の
施
策
の
効
果
を
検
証
す
る

と
共
に
、
要
綱
等
を
整
備
し
、
そ
の
透

明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
事
業

の
実
績
報
告
書
を
よ
く
精
査
し
、
適
正

な
交
付
に
努
め
る
こ
と
。
た
だ
し
、
検

討
に
当
た
っ
て
は
、
交
付
団
体
の
意
見
、

実
態
を
十
分
に
調
査
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

［
現
状
］

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
施
設
等
が
臨
時

休
館
と
な
り
、
施
設
を
使
用
し
た
委
託

業
務
や
、
施
設
管
理
の
委
託
業
務
等
に

つ
い
て
は
、
委
託
業
務
そ
の
も
の
が
継

続
、
休
止
、
再
開
が
不
透
明
な
状
況
と

な
り
、
契
約
時
の
仕
様
書
や
契
約
内
容

に
も
よ
り
ま
す
が
、
途
中
で
委
託
契
約

の
変
更
を
行
っ
て
い
る
業
務
な
ど
様
々

で
し
た
。

［
委
員
間
討
議
の
結
果
］

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
実
態
を
踏
ま
え
、

様
々
な
方
面
か
ら
検
討
し
、
委
託
先
と

の
協
議
を
十
分
に
行
い
、
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し

た
。
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　実質単年度収支は黒字に転換しましたが、財政状況が必ずしも好転したものではありませ
ん。新型コロナウイルス感染症の影響で事業の中止や公共施設の休館で一般財源を使用しな
かったことと、土地開発公社からの寄附金と資産の売却など臨時的な要因が大きく関係して
います。今後も議会として財政状況をしっかりと注視していく必要があります。

令和２年度決算概要　　歳入決算額	 ２８６億２６０２万９千円
　　　　　　　　　　　歳出決算額	 ２８２億９５３２万８千円
　　　　　　　　　　　財政調整基金（注１）	 　２０億８３６１万２千円
　　　　　　　　　　	 ６億４２６２万円増加
　　　　　　　　　　　経常収支比率（注２）	 ９７.０％	１.５ポイント改善

（注１）突発的な災害や緊急を要する経費などに備えるための基金です。
（注２）財政構造の弾力性を判断するための指標で、この比率が高いと財源に余裕がないことを示し弾力性が低

いことになります。

決算審査　令和２年度一般会計　実質単年度収支は

５億3204万５千円
７年ぶりの黒字！！

決
算
審
査
特
別
委
員
会

報
告

各
団
体
の

補
助
金
に
つ
い
て

委
託
料
に
つ
い
て
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賛否が分かれた補正予算　賛成多数で可決！

［
現
状
］

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
く
の
事
業
が

実
施
で
き
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
施
策

の
効
果
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
が
十

分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
事

業
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

［
委
員
間
討
議
の
結
果
］

　

今
後
、
施
策
効
果
の
低
い
事
業
に
つ

い
て
は
、
縮
小
や
廃
止
も
含
め
た
施
策

内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財

源
、
人
的
資
源
等
の
有
効
活
用
に
努
め
、

費
用
対
効
果
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

　

議
案
第
42
号
「
令
和
３
年
度
小
郡
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
承

認
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
結
果
は
Ｐ
13
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
提
案
内
容
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業
）

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
プ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業

・
学
生
支
援
特
別
給
付
金
事
業

・
食
の
支
援
事
業
「
ま
ご
こ
ろ
パ
ッ

ク
お
届
け
事
業
第
３
弾
」

●
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
事
業

●
学
校
給
食
調
理
等
委
託
業
務
事
業

（
大
原
小
学
校
の
給
食
調
理
事
業
の

民
間
委
託
）

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
採
決
の
前
に

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の

通
り
で
す
。

【
反
対
討
論
】

　

９
月
の
補
正
予
算
は
、
本
来
、
国
・

県
の
補
助
事
業
の
確
定
に
伴
い
、
イ
ン

フ
ラ
事
業
や
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
重
要
な
予
算
で
す
が
、
人
件
費

の
整
理
や
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
臨
時
交

付
金
を
使
っ
て
の
予
算
編
成
に
過
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
年
３
月
の
当
初
予
算

は
市
長
選
の
関
係
で
、
骨
格
予
算
で
し

た
が
、
政
策
的
な
事
業
を
行
う
べ
き
６

月
の
補
正
予
算
で
も
、
緊
急
財
政
対
策

計
画
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
防
災

に
対
す
る
予
算
は
皆
無
で
、
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
の
予
算
の

み
で
し
た
。

　

一
方
、
令
和
２
年
度
決
算
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
は
一
般
財
源

で
１
億
４
千
万
円
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
た
お
金
を

含
め
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
、
ま
た
、
水

害
で
大
変
な
目
に
遭
わ
れ
た
人
々
に
対

す
る
支
援
な
ど
を
考
え
て
欲
し
か
っ
た

で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
財
政
対
策
を

重
視
す
る
余
り
、
何
も
や
ら
れ
て
い
な

い
と
感
じ
ま
す
の
で
反
対
し
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】

　

今
回
の
補
正
予
算
は
主
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の

予
算
で
す
。
福
岡
県
の
緊
急
事
態
宣
言

が
９
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
今
も
な

お
収
束
の
気
配
が
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
10
月
以
降
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
「
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
プ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
「
学
生
支
援
特
別
給
付
金
事
業
」

「
食
の
支
援
事
業
、
ま
ご
こ
ろ
パ
ッ
ク

お
届
け
事
業
第
３
弾
」
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
影
響
を
受
け
た
市

民
へ
の
支
援
で
す
。
必
要
な
時
に
必
要

な
対
策
を
と
っ
た
今
回
の
補
正
予
算
は
、

他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
も
見
劣
り
し

な
い
施
策
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

ま
だ
確
立
し
た
治
療
法
な
ど
は
な
く
、

今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
応

じ
て
、
市
が
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
を
可
決
し
早
急
に

支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
賛

成
し
ま
す
。

事
業
施
策
の

　
　
効
果
に
つ
い
て
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全員賛成で国に対する 3件の意見書を可決！

教
育
委
員
会
委
員
の　
　
　
　

　
　
　
　
任
命
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　

教
育
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
個
人
へ
の
反

対
で
は
な
く
、
そ
の
推
薦
方
法
に
つ
い
て

反
対
し
ま
す
。
規
則
や
条
例
に
は
明
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
環
境
の
違
い
を
教
育
行
政
に
反
映
で

き
る
よ
う
各
学
校
区
か
ら
均
等
に
な
る
よ

う
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
任

命
に
つ
い
て
は
、
校
区
に
空
白
が
で
き
、

地
域
性
を
十
分
に
反
映
で
き
な
い
と
の
考

え
か
ら
反
対
し
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】

　

教
育
委
員
は
地
方
行
政
の
組
織
運
営
に

関
す
る
法
律
を
遵
守
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

今
回
推
薦
さ
れ
て
い
る
候
補
者
は
、
教
育

に
関
わ
る
深
い
経
験
と
市
全
体
の
教
育
設

計
へ
の
識
見
を
有
し
て
い
ま
す
。
結
果
的

に
地
域
の
偏
り
が
生
じ
ま
す
が
、
学
校
・

家
庭
・
社
会
教
育
や
自
治
体
固
有
の
教
育

課
題
の
解
決
に
十
分
に
貢
献
で
き
る
人
物

を
任
命
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
し
ま
す
。

※
結
果
は
Ｐ
13
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
員
提
出
議
案

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
が
及
び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源

不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
防
災
・
減

災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
医
療
介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に
向
け

増
嵩
す
る
財
政
需
要
に
見
合
う
財
源
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制

の
充
実
確
保
が
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

　

中
国
政
府
に
よ
る
、
民
族
弾
圧
や
文

化
の
破
壊
、
人
権
の
み
な
ら
ず
人
命
を

も
侵
害
す
る
行
為
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
に
だ
け
で
は
と
ど
ま
ら
ず
、
チ

ベ
ッ
ト
や
内
モ
ン
ゴ
ル
等
の
自
治
区
で

も
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
日
本
は
ま
だ
国
家
と
し
て

の
正
式
な
意
思
表
示
が
で
き
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

人
権
の
ま
ち
小
郡
と
し
て
、
他
の
自

治
体
に
先
駆
け
、
国
会
や
政
府
に
対
し

て
、
問
題
解
決
に
向
け
早
期
に
取
り
組

む
こ
と
と
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
及
び

法
の
支
配
が
中
国
で
も
保
証
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案

　

学
校
現
場
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領

へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
貧
困
・
い
じ

め
・
不
登
校
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
、
学
び
の
保
障
や
心

の
ケ
ア
、
感
染
症
対
策
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

推
進
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゆ
た
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
35
人
以
下

学
級
を
中
学
校
ま
で
伸
ば
す
こ
と
や
、

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
が
不
可
欠

で
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
率
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と

が
必
要
な
こ
と
か
ら
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

賛
否
分
か
れ
る

賛
成
多
数
で
可
決
！

中
国
政
府
に
よ
る
新
疆
ウ
イ

グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
内
モ
ン

ゴ
ル
等
自
治
区
へ
の
人
権
侵

害
等
の
解
決
に
向
け
た
日
本

政
府
の
適
切
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書

35
人
以
下
学
級
の
推
進
と
教

職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

に
係
る
意
見
書

※
意
見
書
本
文
は
、
小
郡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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